Function Regulator 3治療における顎顔面部の軟組織弾力性 by 安達 理紗
機械的影響 を受けることなく1/100mm単位で計
測することが可能である。計測時間はプローブ開







節点,下 唇点,軟 組織ポゴニオ ンに設定 した。
　結果は,骨 格系と歯系ではT1時 にⅢ級群は,
コン トロール群 と比較 し下顎骨の前方位,上 顎前
歯舌側傾斜,マ イナスのoverjetを呈 していた。
T2時 には,　ANBを除いた全ての項 目が コン ト
ロール群の値 に近づき,前 歯部反対咬合は改善 さ
れていた。軟組織弾力性ではT1時 にⅢ級群はコ
ン トロール群 と比較 し上唇点,軟 組織 ポゴニオン
の弾力性が小 さかったが,T2時 にこの2点 の回
復が認められた。本研究結果から,FR　3適用に
よりⅢ級群の顎間関係の改善のみならず,顎 顔面











4)結論の修正 ・追加,5)図 表の追加 ・修正が
なされた。
　本研究は歯科医学の発展に寄与するものと考え
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Regulator　3　(以下FR　3)が 適用 され る。　FR
3は上顎歯槽部 との間に空隙を設けて配置 された
リップパ ッ ド,バッカルシール ドから構成 され,
硬組織や軟組織の形態修正だけでなく,軟組織の











　 Ⅲ級群,コ ン トロール群 はいずれも初回検査時
(T1時),治療開始1年 後(T2時)の 各時点で,
側面頭部X線 規格写真 と軟組織弾力性を採得 した。




て陰圧で開口部 に引 き込み,引 き込まれた皮膚の
高 さを内面に配置 されたプ リズムを用いて摩擦や
